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ヨハネの黙示録 7 章 1 節～8 節 この後、わたしは大地の四隅に四人の天使が立って 

いるのを見た。彼らは、大地の四隅から吹く風をしっかり押さえて、大地にも海にも、

どんな木にも吹きつけないようにしていた。わたしはまた、もう一人の天使が生ける神

の刻印を持って、太陽の出る方角から上って来るのを見た。この天使は、大地と海とを

損なうことを許されている四人の天使に、大声で呼びかけて、こう言った。「我々が、

神の僕たちの額に刻印を押してしまうまでは、大地も海も木も損なってはならない。」 

わたしは、刻印を押された人々の数を聞いた。それは十四万四千人で、イスラエルの子

らの全部族の中から、刻印を押されていた。 

ユダ族の中から一万二千人が刻印を押され、／ルベン族の中から一万二千人、／ガド

族の中から一万二千人、アシェル族の中から一万二千人、／ナフタリ族の中から一万二

千人、／マナセ族の中から一万二千人、シメオン族の中から一万二千人、／レビ族の中

から一万二千人、／イサカル族の中から一万二千人、ゼブルン族の中から一万二千人、

／ヨセフ族の中から一万二千人、／ベニヤミン族の中から一万二千人が／刻印を押され

た。 

 

ヨハネ黙示録７章は、小羊キリストによって第六の封印が開かれた後、第七の封印が

開かれる前に、「神の僕たち」、即ち、迫害に耐え、信仰を守り抜いた信徒たちが、終

末時にどのような立場に置かれ、何を約束として与えられるかを明らかにした幻が描か

れ、挿入されている。言わば、一種の幕間劇である。 

 ヨハネは、大地の四隅に立っている天使を見た。天使たちは、大地の四隅から吹く風

を押さえ、大地にも海にも、木々にも吹きつけないようにしていた。大地は海に囲まれ、

四人の天使たちが大地の四隅に立ち、すべての災害を防いでいる様子を見た。ヨハネは

また、もう一人の天使が神の刻印を持って、太陽の出る方角から上って来るのを見た。

「神の刻印」とは、「獣の刻印（黙示録 14：9）」や、黙示録 17 章に記されている「獣

の像、獣の名、獣の数字」と対立するものである。「神の刻印」を押された者と押され

ていない者とは、はっきり二分されている。額の刻印という表現は、エゼキエル書 9 章

4 節の「主は彼に言われた。『都の中、エルサレムの中を巡り、その中で行われているあ

らゆる忌まわしいことのゆえに、嘆き悲しんでいる者の額に印を付けよ』」に由来して

いる。「神の刻印」を押された者は神の所有となり、神の守りの中に置かれる。神の刻

印を持って太陽の出る方角から上って来た天使は、大地と海とを損なうことを許されて

いる四人の天使に、「我々が、神の僕たちの額に刻印を押してしまうまでは、大地も海

も木も損なってはならない」と大声で呼びかけた。迫害に耐え、信仰を守り抜いた神の

僕たちを傷つけてはならないと叫んだのである。 

 ヨハネは、額に刻印を押された人々の数を聞いた。それは、イスラエル 12 部族から各

1 万 2 千人ずつ、計 14 万 4 千人であったという。12 は完全数であるから、神の僕たちの

群は完全なイスラエルであることを意味している。12 部族は、メシアの出身部族のユダ

族が筆頭である。エフライム族と並びヨセフ族の支族であるマナセ族が入って、ダン族

が省かれている。ヨハネが見た幻は、迫害に苦しむ信徒たちに、素晴らしい希望を与え

たであろう。ヨハネは更に、祝福に満ちた喜ばしい幻を語っている。 


